
矢印をクリックする

すべてを表示させる。

表示するカードを選択する。

送付しましたＥＸＣＥＬ通行データは並べ替えの他に、条件に合ったデータの行けを表示させる事ができます。
抽出条件は、いろいろに設定する事ができ、抽出されたデータは、編集、書式設定、印刷などをする事もできます。
このＥＸＣＥＬ機能の事を、オートフィルタと言います。

カード番号毎に通行データを見る為には、「カード番号」の横にある

▼をクリックし見たいカード番号をリストの中から選択します。

たとえば「カード番号」の矢印をクリックすると

入力されているデータのリストボックスが表示

されるので、表示させたい項目を選択します。

「112233-4455-00020-0」を選択すると、下図のように「112233-4455-00020-0」だけのデータが表示されます。

カード番号が「112233-4455-00020-0」の行が表示されます
が、図のように行番号が青色に変化します。

「112233-4455-00020-0」以外のデータは、消えたわけでは
なく、非表示になっているだけです。

※抽出された「112233-4455-00020-0」のデータは、更に絞り込んで抽出する事ができます。たとえば日付の▼矢印を
クリックして日付を指定すると、「112233-4455-00020-0」の指定日だけのデータだけが表示されます。
このように、次々と絞り込んでデータを抽出する事が可能です。

※オートフィルタを実行後に再度すべてのデータを表示するには、リストボックスの一番上にある（すべて）を選択します。
ただし、複数条件にて絞り込んでデータを抽出した場合は、それぞれのリストボックスで（すべて）を選択する必要があり
ます。

通行データ（ＥＸＣＥＬ）の活用方法

例えば、


